








要旨

  乳幼児健診において,心や発達の問題かクローズアップされ, その対応が迫られている

現在,心理相談員の果たす役割は重要といえよう。  しかしなから,従来他の健診スタッフ

の専門領域と比較し,心理の役割が不明確であったり, あるいは理解しにくい点があった

ことは否定できない。そのためスッタフとの連携がとりにくく,心理一任となったり, ケ

ースの抱え込みや孤立を招く一因ともなっている。

  そこで乳幼児健診における心理相談員の役割を明確にすることを目的に,  1)心理相談

員の対応しうる領域,2)健診スタッフとの連携,3)ケースカンファレンスの 3点について論

述した。


